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全国グループホーム団体連合会　全国フォーラム　

 大会テーマ：

　　 に太陽を！心いつも

15th 群馬県 認知症デイ・小規模多機能 グループホーム大会 2017.8/22 火・8/23 水

* 大会の様子は
    次のページに続きます

年目の夏

注目トピック   「共生型サービス」 topic

講師に前橋福祉センター長の高橋将弘氏を迎え

開催しました。自らがサポーターになる事はも

ちろんですが、今回は既にたくさんいるサポー

ターのチカラをどうしたら活かせるかを考える

機会にもしたかった。

そのために、まずは認知症ケアに携わる私たち

が講座自体を理解する必要があると考えました。

全国に９００万人いるサポーター。

このチカラを活かさない手はない。

全国のサポーターに活躍の場を！

　　　　　　　　　　　　　中北部ブロック長

　　　　　　　　　　　　　金井 大輔

群馬県地域密着型サービス連絡協議会

中北部ブロック研修『認知症サポーター養成講座』

　　　　秋に 1日で行っていた大会が、夏の２日の開催に

レベルアップし、今年度で３年目。

どのような形で大会を開催するのが良いか…

ブロック単位？それともこれまで同様に県単位？

昨年の大会後から役員会で議題に上がり検討してきました。

地域へのアピールのためブロック単位の開催も重要だが、

年に１度県単位で行う大きな発表の場は、職員のためにも

残したい。こうしてブロック毎の開催も視野に入れつつ、

県単位での開催となりました。

大会テーマは「いつも心に太陽を」。  熱い心を持っている

講師のお二人も、テーマを後押しするご講演をして下さい

ました。本当の自立支援のひとつの形を見せて下さった、

あおいケアの加藤忠相さん。ケアをする上で何が大切かを

わかりやすく語って下さった「たなかいご」こと田中晶さ

ん。終了後のアンケートでは「衝撃を受けた、考えさせら

れた、意識が変わった」と、たくさんの高い評価をいただ

きました。会場は笑いや失笑…そして涙する姿も見られま

した。

今年度も福祉系の学校に通う学生さんにお手伝いいただきました！

田中さんは２日間参加して
下さいました！

壇上に上がらず同じ目線で
語られる加藤さん

７月３０日（日）、東京中野で開催された全国フォー

ラムに参加させていただきました。

檀上に上った方々は、様々な事をお話下さいましたが

どなたの発言も「ＧＨの皆さんが自社で素晴らしい実

践をしているのに、その情報をうまく発信できていな

いようだ。昨今の介護従業者不足の解消も、利用者数

の増加も、また行政のＧＨに対する認識や介護報酬に

関わる事も、多くはそこを見直ししていけば改善され

るのではないだろうか」とおっしゃっていたように感

じました。

其々の事業者様が個々に情報発信していただくと共に、

私達事務局がスピーカーの役目をして皆様の声を何倍

にもして色々な所に届けられればと感じた 1日でした。

                     南部ブロック長　阿久津 和雄

連絡協議会のメインイベント的な大会も無事

に終わり、ホッとしてます。少し長くなって

しまった大会名。…何か良い大会名がありま

したら、ぜひご提案下さい（＾ー＾）

　　　　　　　　　　　　　　広報担当より

３

今年２月、厚生労働省は「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部を設置しました。 「地域共生社会」とは、

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手・受け手」という関係を超え、地域住民や地域の多様な主体が「我

が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとり

の暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会のことです。

平成２９年度介護保険制度改正案（平成３０年度介護報酬改定）の中では「共生型サービス」が創設される

予定です。地域包括ケアシステムの深化・推進として、地域共生社会の実現に向けた制度を超えた仕組みが

必要となる中で、「高齢者と障害児者が同一事業所でサービスを受けやすくするため、介護保険と障害福祉制

度に新たに共生型サービスを位置付ける」とされています。特に、介護保険にしかない画期的なサービスで

ある（看護）小規模多機能型居宅介護が障害者や障害児を対象に含めて今後どのように活用することができ

るのか？気になるところです。

　　　　　　　　詳細情報は「第１４２回社会保障審議会介護給付費分科会」の資料をご覧ください
　　　　　　　　http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000170293.html



H29.5/23　群馬県社会福祉総合センター８F大ホール定 期 総 会

　　　平成２９年度の事業計画では、認知症デイサービス事業者の交流促進のための意見交換の場や、

昨年度から始まったマネージャー研修の充実等が推進事項として打ち出されました。ブロック活動も

より多彩な内容が予定されています。役員の改定もあり、ご承認いただきました。

　　　「広まる認知症カフェ・居場所報告」と題して、５名の方にご登壇いただき、厚生労働省の実施

事業「グループホーム在り方検討会」からの報告と、県内３カ所の認知症カフェやサロンの概要、様々

な取り組み、運営のメリットなどをわかりやすく紹介していただきました。

認知症デイサービス　今後の方向性の検討会 H29.8/29　群馬県社会福祉総合センター７F会議室

認知症デイの管理者等が集まり、検討会を行いました。稼働率を向上させるため

利用者減少の要因を探り、認知症デイの役割の明確化、差別化するための工夫や

実践例など、情報の共有や活発な意見交換が行われました。群馬県の事業者とし

て、厚生労働省の審議会へ資料提供をしていく予定です。

マネージャー研修

　　初めての開催です。初任者研修、リーダー研修でおなじみの増田先生と会

　　議を重ね、講義内容を練りあげました。

　　　　　　理念の実現と組織を運営するヒントや、人を育て人を生かす…

　　　　　　マネージャーとしての役割や実践方法を学び、大変好評でした。

　　　　　　残念ながら定員のためご参加いただけなかった方もいらっしゃい

　　　　　　ました。ぜひ次回にご期待ください。なおこの研修は新任者 1日

　　　　　　研修、リーダー研修と内容がかぶる部分がありますが、これらを

　　　　　　受講された上での参加が理想です。

～研修でお越しいただいた講師の先生の著書から～読書の

ススメ♪ アニマルグラム　　増田勝之

人の性格を 9 つの動物タイプに当てはめ、 それぞれのタイプとどう関わっていったらいい

のか、 やる気スイッチがどこにあるのかを教えてくれます。 人間関係に役立てましょう ♪

増田先生の研修と同じく楽しい内容なので、 あっという間に読み進められると思います。

Amazon で購入出来ますよ。

15th 群馬県 認知症デイ・小規模多機能 グループホーム大会

8/23 の上毛新聞掲載されました

総会

講演

事例の発表数は過去最高の５８。取り組みをまとめ発表に

至るまで、各事業所では様々なご苦労があっただろうと推

測できますが、「それらを通して、間違いなく本人も事業所

も一回り成長してます！」という声も聞かれました。そし

て参加していただいた他の事業所の職員さんも、様々なも

のを得たことが、アンケート結果からも伝わってきます。

↑真ん中は学生担当の役員。　…繰り返しますが ↑右は役員（笑） 

↑実行委員の学生さん

明日からまた頑張れます！

これからの自分のケアに生かしたい

手法を見て聞いて , 自分の糧になりました

試したいケアがありました

他の施設のケアを学ぶ良い機会に感謝 !　

新たなアイデアや対応を学べた

多彩な内容の発表に加え、今年は学生さんの発表もありました。そして代表 3名の

学生さんには、企画の段階から参加していただき、大会の運営を一緒に行いました。

学校側の理解も得られ、コメンテーターとして参加していただいた先生も増えまし

た。ご協力いただいた学生さんと先生方には心より感謝申し上げます。

アンケートから抜粋

自分の事業所でも工夫して取り入れたい

初心に帰れる機会となった

地域との関わりがとても参考になった

毎年楽しみ。 年に２回くらいあると嬉しい

講師の田中さんはコメンテーター
にも加わって下さいました

H29.3/15　群馬県社会福祉総合センター B1会議室

　…つづき

来年度、どのような大会の形になるのかは、まだ未定。西部ブロックでは今大会の

事例を使用した発表会をへ来年の２月に予定しています。ブロック毎に行うことで、

近隣事業所や包括支援センター、ケアマネさんや一般の方にも、地域密着型サービ

スを知ってもらうチャンスになると考えています。

たくさんの方のご参加、 ありがとうございました ♪



役員紹介 ５月の定期総会でご承認いただき、新体制となりました。

会と会員事業所の健全な運営とケアの質の向上、そして地域のために…

役員は力を合わせボランティアで活動しております。

会員の皆さまの温かいお力添えを、これからもどうぞよろしくお願いいたします！

恩田　初男　　グループホーム 喜楽

三俣　和哉 ＮＰＯ法人　三和会

上野　節子 グループホーム つどい

高橋　大将 ケアサポートセンター ようざん

伊藤　慎一 グループホーム おおいど

橋本　美々華 グループホーム 吉井マリル

多胡　佑毅 小規模多機能ホームくわのみ

松原　徹 グループホーム なごみ

佐塚　昌史 じゃんけんぽん事務局

秋草　康男 山育会 事務センター

鬼形　阿輝子 小規模多機能ホーム ひまわり

荒川　純也 グループホーム コスモス相老

清水　浩美 きやっせ清水

大澤　真一 つむぎの里 グループホーム

忌部　洋平 小規模多機能ホーム ルネスふれ愛の家

松村  嘉亮 ケアサポートセンター さとの花 

小池　昭雅 がむしゃらケアサービス

飯島　敏子 グループホーム あじさい

髙橋　のりこ 小規模多機能 クオリア

阿久津　和雄 平成の家

森田　裕之 グループホーム こころ

石原　昌彦 小規模多機能型居宅介護施設 美茂呂の丘

竹内　良枝 妙義会 小規模多機能ホーム

佐藤　慎 グループホーム ほほえみ

金井　大輔 グループホーム 恵の家

﨡原　紘 小規模多機能型居宅介護　総社の杜

内藤　典弘 小規模多機能ホーム いやしろ

角田　匡哉 グループホーム ゆうゆう・うちだ

田村　尚之 介護サポート かしょうの里

堤　　春彦 みんなの家 なかんじょ

櫻場　一典 ひなたぼっこ 昭和館

小島　恵子 グループホーム やまゆりの家

井上　謙一 じゃんけんぽん事務局

会   長（兼）認知症デイ 運営部長

副会長（兼）グループホーム運営部長

副会長（兼）・広報担当

(看護）小規模多機能 運営部長

研修 部長

研修 副部長

研修 副部長

事 務 局 長

広 報 担 当

東部 ブロック長

東部 副ブロック長

東部 運営研修委員

東部 運営研修委員

東部 運営研修委員

西部 ブロック長

西部 副ブロック長

西部 運営研修委員

西部 運営研修委員

西部 運営研修委員

南部 ブロック長 

南部 副ブロック長

南部 運営研修委員

南部 運営研修委員

南部 運営研修委員

中北部 ブロック長

中北部 副ブロック長

中北部 運営研修委員

中北部 運営研修委員

中北部 運営研修委員

中北部 運営研修委員

会計監査・監事

会計監査・監事

名  誉  会 長

群馬県地域密着型サービス連絡協議会・事務局職員　 下　富士子

管理者等の研修会　日程と場所が決まりました

平成２９年１２月１１日（月）・１２日（火）伊香保温泉・ホテル天坊

昨年の同研修のアンケートで「伊香保ばかりなので違う所でも開催してほしい」というご意見もいただき役員会で

検討しましたが、様々な条件を満たす妥当な場所が見出せませんでした。その反面で「遠いが行き慣れていて良い」

というご意見もありました。

「介護保険制度の改正」の情報の他、管理者に役立つ内容になるよう検討中です。

ぜひご予定
ください

恩田　初男

平成２９年度も早くも折り返し点となってしまいました。

会員の皆様には日々利用者のために奮闘されている所と思います。

その中、群馬県地域密着型サービス連絡協議会の活動にご理解、ご協力ありがとうございます。

さて、当連絡協議会では２９年度の推進項目として

　・認知症デイサービス事業所交流推進

　・マネージャー（管理者）研修の充実

　・認知症デイ・小規模多機能・グループホーム大会の事例の活用

として進んでまいりました。

特に「マネージャー（管理者）研修の充実」については、昨年初めて１日研修で開催しましたが

管理者としての役割は多岐にわたり、１日研修では不十分であることから今年度は２日研修を予

定しています。

先日、会議で看護協会の役員の方が「認知症の人への支援ではグループホームが最適である」と

発言されていました。私はとてもうれしく思いました。

私達が行っている利用者への支援が素晴らしいことを自信をもって、訴えていくことが必要と痛

感しました。

大きな流れとして、地域包括ケアシステムが２０２５年を目途に進められています。利用者が身

近な人や社会資源とつながりをもって生活することを推進しているのは小規模多機能・グループ

ホーム・認知症デイです。地域包括ケアシステムでの中心的な役割を担っていきましょう。

会長あいさつ
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